
他人のタバコの煙を吸わされる事を受動喫煙と呼ぶことは知っていますよね。近くでタバコに火をつ

けられると喫煙習慣がない人でもタバコの煙を吸い込んでしまいます。タバコ本体を口にくわえて吸い

込むのに比べれば受動喫煙の煙の量は少ないのですが、だからといってその被害を軽視してはいけ

ません。 

 

左上の表を見てくだ

さい。国立がん研究セ

ンターの資料によると、

毎年受動喫煙が原因

で亡くなる人は６８０３人

だと試算されています。 

さらに“肺がん”より

“虚血性心疾患”の方

が多くなっていることが

わかります。“虚血性心

疾患”とは狭心症や心

筋梗塞などの心臓の血

管に異常をきたす病気

の総称です。 

 

さて、その“虚血性心

疾患”は、左のグラフに

あるように、わずかな煙

でも危険性が増すとい

う研究結果があります。 

こうしたデータを見れば、受動喫煙をあなどってはいけない事がわかりますが、世間一般の風潮に

はそんな危険性があらわれていません。つまり、多くの人がこうした受動喫煙の危険性を知らないと言

えるのです。これが、現在の日本が受動喫煙に寛容な世の中になっている原因の一つだと思われま

す。 

喫煙者が減少しているなか、公的な施設の多くは禁煙が当たりまえとなってきていますが、小規模

な施設や近隣の人たちが日常的に利用する場所などでは喫煙が容認されていたり、喫煙場所があっ

てもそこからタバコの煙がもれているケースが多く見受けられます。 

皆さんには、受動喫煙の危険性をちゃんと知ってもらい、タバコの煙がない環境を作ることを意識し

てもらいたいと思っています。 
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